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IHC 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000,FC 1:200-1:400

50.9kDa

IDH2

IDH; IDP; IDHM; IDPM; ICD-M; D2HGA2; mNADP-IDH
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	応用
	抗原情報
	背景
	イソクエン酸脱水素酵素は、イソクエン酸から2-オキソグルタル酸への酸化的脱炭酸反応を触媒する。これらの酵素は2つの異なるサブクラスに属し、1つは電子受容体としてNAD(+)を利用し、もう1つはNADP(+)を利用する。5つのイソクエン酸脱水素酵素が報告されており、ミトコンドリアマトリックスに局在するNAD(+)依存性イソクエン酸脱水素酵素が3つ、ミトコンドリアに局在し、もう1つは主に細胞質に局在するNADP(+)依存性イソクエン酸脱水素酵素が2つある。各NADP(+)依存性アイソザイムはホモ二量体である。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ミトコンドリアに存在するNADP(+)依存性イソクエン酸脱水素酵素である。この酵素は中間代謝とエネルギー産生において役割を果たしている。このタンパク質は、ピルビン酸脱水素酵素複合体と密接に会合または相互作用する可能性がある。選択的スプライシングにより、複数の転写産物変異体が生じる。[RefSeq提供、2014年2月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	IDH2 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	IDH2 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト大腸癌組織の免疫組織化学分析。
	

	IDH2 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト膀胱癌組織の免疫組織化学分析。

